
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ホリスティック医学の一つの柱となるのが、「エネルギー医

学」、「情報医療（インフォメーショナルメディスン）」といわれ  

る領域です。 

この講座では、NES システム   

                 を始めとする種々のエネルギー 

測定器を導入して、今も世界中     

の情報を実際に現地に行って

収集していらっしゃる寺岡里紗 

氏に連続講座をお願いしました。この貴重な連続講座に、

ぜひご参加下さい！ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

★zoom オンライン受講対応講座★ 

■受講料：４回 21,600円（税込） 

■講師：寺岡里紗/ NES 公認トレーナー、NES セラピープ

ラクティショナー。次世代の医療、ヘルスケア、ヒーリングな

どあらゆる領域の基本概念となる「エネルギーと情報」をベ

ースとした「インフォメーショナル・メディスン（情報医学）」を

日本に初めて紹介し、その啓蒙活動を展開中。 

■日程：各回 19:30～21:30 

３/28(木)、４/18(木)、５/16(木)、６/20(木) 

 

 

◎この講座の概要◎ 

・第 1 回：３/28（木） 

 「周波数、レゾナンスとはなにか？」 その歴史的背景 

・第 2 回：４/18（木） 

 ロバート・O・ベッカーの名著「Electric body」について 

・第 3 回：５/16（木） 

 周波数セラピーデバイスを使ったヒーリングの手順とデモ 

・第 4 回：6/20（木） 

 「レゾナンス・エフェクト」の著者キャロリン・マクマーキンの 

  FSM プロトコルについて 

＊会場：ホリスティックヘルス情報室セミナー室 

（地下鉄「溜池山王」駅 9番出口徒歩 2分） 

 

＜申し込み方法＞ 

「周波数セラピー」講座申込として、下記の項目を 

メールまたはファックスでお送りいただき、お振込下さい。 

振込をもって正式受付となります。 

① 講座名②日程③氏名（ふりがな）④住所 

⑤連絡先（当日つながる電話番号）⑥メールアドレス 

＊zoom 受講希望の方は「zoom 希望」とお書き下さい。 

（zoom ソフトのセッティングはご自身でお願い致します） 

■ 主催・お問い合わせ： （有）ホリスティックヘルス情報室   

   E メール： hic@a7.rimnet.ne.jp    FAX: 03-5572-8219    

   URL： http://holistichealthinfo.web.fc2.com/index.html 

◎ お振込先 

 三菱ＵＦＪ銀行虎ノ門中央支店 普通５８３２９５０ （有）ホリスティックヘルス情報室 

周波数セラピーのメカニズムとメソッド 

＜ゲスト・スピーカーズ・レクチャー＞ 

エネルギー医学の中でも「周波数

ヒーリング」とベッカーの研究紹介 

ホリスティックヘルス情報室（赤坂溜池クリニック付属） 

○第１回：「周波数、レゾナンスとはなにか？」 その歴史的背景 

周波数を使ったヒーリングは、電流の種類や強さ、波形の違いなどに

よって、身体レベル、エネルギーレベル、メンタルレベル、などと全く違っ

たレベルに影響があります。今回は、その違いとレゾナンス（共鳴現象）

について説明と概要を説明します。 

○第 2 回：ロバート・O・ベッカーの名著「Electric body」について 

 Electric body は、欧米ではエネルギー医学を学ぶ上では必須と言わ

れる名著ですが、残念ながら日本語化がさていません。彼が発見した

「人間の体の治癒や再生のメカニズムは体内の微弱電気の流れを理

解すること」で、体内の電気がどのように細胞の再生に関係するかを説

明します。 

○第 3 回：周波数セラピーデバイスのヒーリングの手順とデモ 

周波数セラピーで一番難しいのが、その症状にあった正しい周波数

を選ぶことです。なぜなら、必要な周波数が必ずしもその方の病名と一

致するとは限らないからです。周波数セラピーは正しい手順に従って使

用することでより効果的に短時間で結果を出すための方法とデモを行

います。 

○第 4回：「レゾナンス・エフェクト」の著者キャロリン・マクマーキ

ンの FSM プロトコルについて 

キャロリンは独自の周波数治療器を用いて多数の臨床データを蓄積

し研究した結果、誰もが使えて再現性があり、同じ効果と結果を出すこ

とができるメソッドを構築しました。そのメカニズムの理論の説明をしま

す。 

 


